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病院図書館司書の雇用についての実態調査

Ｉ．はじめに

病院図書館は、最新かつ正しい情報に基づい

た信頼・安心できる医療を提供する上で重要な

役割を果たすものであり、それを維持管理し、

より効果的に利用できるようにするためには

｢病院図書館司書」という専門職を置くことが不

可欠である。

近年は公益財団法人日本医療機能評価機構に

よる病院機能評価やＮＰＯ法人卒後臨床研修評

価機構による臨床研修評価の受審などによって、

職員教育の一機能としても病院図書館が重要視

されているのは明白である。

しかし、病院図書館司書は大半が非正規職員

としての雇用であり、待遇の悪さから安心して仕

事が続けられない､専門職として育ちにくいとい

う問題が生じるとともに、施設としては質の高い

図書館サービスを安定して維持することが困難

になることもあり、それは医療従事者の学習・研

究や臨床の成果にも影響を及ぼすと考えられる。

私たちはこのような状況に危倶の念を抱き、

研究の第一歩として病院図書館司書の待遇の現

状を把握してみることにした。

Ⅱ、方法

病院図書館司書にアンケート調査を行い、そ

の待遇と仕事や生活の満足度、将来の展望など

について質問した。アンケートは東京近郊の病
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院図書館司書３０人にインターネットで呼びかけ、

回答をメール添付で送付してもらった（アン

ケート掲載期間：２０１２年４月１４日～５月７日)。

回答数は１７人で、回答率は５６％であった。

雇用形態の内訳は正規職員が７人、非正規職員

が１０人であった。

アンケートの内容が掘り下げられたものであ

るため顔の知らない相手に依頼するのは'障られ

たこと、確実に回答を得たいということから、

旧知の病院図書館司書に回答を依頼した。その

ため、このアンケートだけで病院図書館司書全

ての現状が把握できたという訳ではないが、病

院図書館司書の率直な意見を頂けたものと思っ

ている。同時にこのたびの調査の協力者の背景

を示すものとして参考にされたい。

皿結果

アンケートの結果、正規職員、非正規職員司

書の待遇においては歴然とした差が認められた

が（図ｌ)、図書館業務内容は正規職員、非正規

職員でほぼ差がなかった（図２)。一方で非正規

職員司書は図書館専任が多いが（図３)、正規職

員司書には部署異動の可能性もあり（図４)、図

書館以外の仕事を優先せざるを得ない状況があ

ることもうかがえた（表l)。

いずれにしても、正規職員は「必ずしも図書

館業務に専念できる環境とは言えない｣、非正規

職員は「経済的不安定」という問題があり、専

門スキルが要求されている職種にもかかわらず、

両者ともに「専門職として腰を据えてスキル

アップすることが難しい」という共通の問題が

あることが浮かび上がってきた。
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■可能性は低いがありなし画わからない

■勤務形態

■専任画ほほ専任画兼任

回年収

一正規一非正規

□１００～130万未満(正規は０％）

■130～200万未満※保険扶養控除限度年収130万を区切りとした

ヨ200~250万未満(正規は０％）

■250~300万未満（非正規は0％）

300～350万未満（共に０％）

■350~400万未満(非正規は0％）口無回答

詞小数点以下切捨てとしただめ、計100％とならなかつだ

正規(n二7）

非正規(n二10）

43％ 29％

０２０４０６０８０１０Ｃ

■契約更新の有無

(正規職員は更新がなかったため非正規のみの回答）

ｌ狸

正規(n三7）

非正規(rF10）

57％

０２０４０６０８０１００

口昇給

■ありなし

■条件付であり(あってもごくわずか､上限ありなど〕

図２図書室業務内容

71％正規Cn=7）

非正規(n=10〕

29％

％1０ 20％ 70％

０２０４０６０８０１００

図１年リヌ・昇給

図３勤務形態・契約更新の有無
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／【いいところ】
、

・給料か(安定している

・難函椛がある

・組輝の一員とし乙誠理や上司との関係ガ宮になり仕聯がしやすい

・ｽｷﾙｱﾂブのだめの学習ガしやすい(物理的･金錐的）

【わるいところ】

・異動の可能性がある

・図瞥室以外の仕覗を優先ゼざるを得ない

・昇給に見合つだ仕願内容という点で､それが図瞥室の充実ではなくそれ

以外の業務を求められるのが当然､誼貝としての評価であづて司幽として
評価を受けることはない

・司嘗である前に癒院職凪で､当直があつだり､休日も病院の行願に参加
しなくてはならない

、 ノ

10％
一一

正規(n二7）

非正規(n=10）

－ ３ ５－
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間雲委員会開催

ｵﾘｴﾝﾗｰﾆ白ン･壷員研修

機能評価等の受審

患者図書サービス

広報(図露便り･I-P）

個人図書調入代行

その他

-

10％

４Ｒｑ"〈ワＱｎＫ

ｈｌ

80％

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １０ ０

図４異動の可能性
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表ｌ正規・非正規のいいところ、わるいところ（１）

画正規職員編
Ｉ
『

２８％

７０％ 20％１０‘

14％ 14％５７％ １４％

１０％ 60％２０％ 10％
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表１正規・非正規のいいところ、わるいところ（２）

画非正規職員編

、

／【いいところ】
・好きな仕聯がでざている

。学んだ分だけﾌｨー ドパｯｸがあり､やりがいがある

・図瞥室以外のことに関わらなくてよし、異動がない

・残業や休円串刺.当直充迄が比報的少なく自分の蹄間が確保しやすい

・転識がしや軌、定年がない

【わるいところ】

匙

･給料が安く自>召_ﾉていくのにはｊなり賭ｕ,、今後の人生ガ不安

･研修会参加､ｽｷﾙﾌﾊｿﾌtDための掌習の買用は基本自腹が多い燕
拙

･上司や甑19が図醤室や司圏のごﾑゴこついてI艶¥がない‘摩

･契約期限がある､痛気や出産･育児などでも安心しﾉて休むことがごさない

｡院内での発言柄がな1,、梢報があまり来な1,、煙曙とのI則{飛tj《築きにくい

｡司啓である'tjぎり正誠貝にはなれない

･非正規の極jに買任が直い

･昇給が観､ので仕願内容を冠電させると自分で自分の首を紋めるこどごEjる

※｢回雷電率に理解がある｣｢研修会費用翫ijgで負1壁でくれる｣】ばどという回苦も

あり､同じ非正規どち遁坦による理照の狸ガあるhｺ
ノ

■満足どちらかといえば満足■やや不洞

不詞(正規･非正規ともに0%)ロわからない

正規OFF7）

非正規(n=10）

29％

40％ ４０％ Ｉ

正規い=7）

非正規(n=10〕

０２０４０６０８０１００

図５仕ﾘｉ而の満足度

■■満足どちらかといえば洞足

ロやや不調画不満

29％ ７１％

20％ 40％ ３０％｜、

０２０４０６０８０１００

収１６生活而の澗足度

また、仕郡面の満足度（腿'５)、生活面の満足

度（図６)、将来の見通し（図７）についても回

答を求めたところ、図のような回答となった。

正規職員、非正規職員ともに司番の仕事がで

きることに満足感はあるものの、仕事、生活に

おいて何かしらの不安を抱いており、特に非正

規職員は将来の見通しについて大きな不安を抱

えていることが窺われた。また、自由記述柵に

おいてはそれぞれの立場の現場の司諜から、非

常に賢重な意見を得ることができた（表2)。

正規(n三7）

非正規作10）

■■糖に心配はない－少し心配だ

空口心配だ□とても心函だ宮どちらでもない

14％ ５７％ 29％

30％ 20％’４０％｜，．

０２０４０６０８０１００

【将来の見通しが“心配”の内容】

～正規感員～

・病院の経営諏が変わつだときに同じように図書室を大切にしてくれる力
・ＯＲ－Ｆのため長賠休迩後にもとの園に戻ってこられるのか

・業務多忙のため疲労が取れない
～非亦頚郵国～

・親や配偶者がいなくなったら生活していけない

・産休が取れるのか不安

・契約がいつ打ち切られるかわからない

・将来の見通しは「窯い」匡等しい

図７》将来の見通し

Ⅳ、考察

アンケート結果を見ると、「医療現場では最新

かつ正しい情報をいつでも得られる環境が必須

であり、それには図書館や専門の司書を整備す

ることが望ましい」という意識がまだ十分に一

般に行きわたっておらず、雇用側である施設ご

とによって図書館に対する意識の格差があると

言える。そうしたことが病院図書館司書の聴用

形態の格差や病院内での位置づけの不安定さの

原因となっているのではないかと考えた。

このような問題を解決するには、ただやみく

もに非正規雇用を正規雇用にすることが到達点

ではなく、すべての医療従事者に簸新で正しい

医療情報を入手できる環境を整備することの重

要性を浸透させ、それぞれの施設に見合った規

模や内容の図書館または医療情報入手方法を施

設側が選べるような基準の確立が必要だと考え

た。そうした基準を確立することで、病院図書

館司書の必要性と専門性がより重視され、施設

側では医療情報入手環境の整備の必要性を理解

したうえで、その求めるレベルに応じた対価を

安心して投じることができるようになる。それ

は司書の雇用の安定や施設内での理解を得られ

ることにつながり、ひいては医療従事者の情報

入手環境向上と医療の質の向上にもつながって

※ＯＰＬ（OnePersonLibrary一人の担当者で運営してい
る図書館）

－ ３６－



●

表２アンケート自由記述欄から

●

瞳員力911報収集できる閣噸があるかないかで医３Nの質･安全向上や職員の資質に差力噛る｡直接種げ，につなが

る駅ではないが、淘院椴能の充詞こ、要な要素。

図書室という箱があるだけでは不十分､常に最新で必要かつ正確な情報を提供できる堀とそれを結びつける｢病院

図画室司聾」という専門職力､必要。

「司書」ではなく「医鯉系図凹室司轡」としての特異性力､Zめられ､現場で経験をつみスキルを磨くこと力泌要で
あり、育つのには時間がかかる。

レペルアップが必要な屡銅gあるた鍛合料据え画きはそぐわない｡待遇力七種号定な中で1.写門職として育つことが難

しく、個人の愈園こよるところが大きい。

司画の仕事内容で評価されていない､非正規お報E給を与えられるだけ､正規は司書の仕串のスキルアップが仕事
の岬価に繋がらない。

図魯室の菜務は一般の事務よりも｢楽』と思われており、一般事務十αの能力として捉えられていない。図画幸

は「とりあえずあればいい』位砥づけで､担当は他の粟務よりも図魯室粟務を優先することに後ろめたさを感じて
しまう。

診鯛ﾛ報管理士やメディカルクラークが靭嚢砺苛で縄屍の、要な一機能として位遥づけられるならl孟司書も同じく

らしⅥD専門性と握能が、要視されてもいい。

正規・非正規問わず安定してＩ圏鼻して働けることが､盾鯉にとっても担当者育成においてもよし蜜畠果をもたらす。

CFLでも安心して長期休暇や産休等が取れるような月迦が必要。

Hg床研修医等の育成を含め医学教育指導のスタッフとして必要。

OPLゆえに常に外とかかわりを持って自分の菜務を省みることが、要であり、研惨会やネットワークに参加し勉強
できる、そｵuこ対し職場に理解がある現境が望ましい。

兼務することで組縄内のニーズや自分の位近づけを知り､他部署との関係を築くことで図画室の存在やサービスを

アピールできるきっかけにもなる。担当者自身が図画室サービスや必要性を種極的にアピールしていくことも大
切。

施股の目的（図密室に求めること）と担当者の目標が合致していることが望ましい｡

非正規で質の高いサービスが提供できていると、どんどん非正規力鮒えるのではないか｡そもそも司画資格の栓会

的効力、病院に限らず司害全体の雇用不安定の問題も大きい。

●

●

●

●
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●
●

●
●

いくのではないかと考えるに至った。 ができた。この研究をもとに、今後は病院図書

館の現場で働く司書として「経営側（病院)」

｢利用者側（医療従事者)」のそれぞれの立場を

踏まえつつ、医療情報入手環境の整備の重要性

を訴えていくとともに、その具体的な方法につ

いて考察・提案していきたい。

Ｖ、おわりに

当初は「正規雇用で働ける病院図書館司書を

増やしたい」という思いで始めた研究だったが、

アンケートの結果を見て、非正規職員だけでは

なく、正規職員にも正規職員なりの悩みや問題

があるとわかり、非正規職員である両著者は非

常に衝撃を受けた。同時に、正規・非正規にか

かわらず共通の問題としてとらえることができ

るようになったのは大変大きな収穫であった。

今回のアンケートでは十分な回答数を得られ

なかったが、その中でも貴重な示唆を得ること

本稿は第２９回医学情報サービス大会ポスター

セッションでの発表に加筆したものです。この

ような論文としての発表の場を設けていただい

た、近畿病院図書室協議会の方々に心よりお礼

申し上げます。

－３７－
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